
勤務時間の状況

休暇などの概要
　休暇などの種類は、年次休暇、病気休暇、公民
権の行使、生理休暇、結婚休暇、産前産後の休暇、
出産介護休暇、育児時間休暇、子どもの看護休暇、
忌引、父母の祭日休暇、ドナー休暇、夏季休暇、
長期勤続休暇、ボランティア休暇、介護休暇

研修の実施状況（平成 27年度）

人事評価の状況
　平成 20 年度から人事考課制度を導入し、28 年
度から人事評価制度を導入するため 27年度に試行
実施しました。

服務規律の概要
　服務の根本基準は「全て職員は、全体の奉仕者と
して公共の利益のために勤務し、かつ、職務の遂
行に当たっては全力を挙げてこれに専念しなけれ
ばならない」というものです。

分限・懲戒制度の概要
　分限処分とは、職員が職責を果たすことができ
ないことにより行う処分。懲戒処分とは、服務違
反や不正行為により行う処分です。
　分限の種類＝免職・休職・降任・降給
　懲戒の種類＝戒告・減給・停職・免職
　※平成 27年度は休職 1件

安全衛生に関する事項
　衛生管理者、衛生推進者、産業医を選任。また
衛生委員会を設置し、職員の危険または健康障害
の防止、労働災害の原因調査や防止策などに努め
ています。

公務災害の認定状況
　職員が、公務中に負傷した場合や公務が原因で
病気になった場合は、一般的に公務災害として取
り扱われ「地方公務員災害補償法」が適用されます。
　※平成 27年度は 3件の認定がありました

職員厚生事業
　職員共済会に対し、平成 28年度当初予算では会
員１人当たり 6,568 円を負担しています。

勤務条件に関する措置の要求の状況
　職員は、給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、
市当局より適当な措置がとられるべきことを公平
委員会に要求することができます。
　※平成 27年度は要求がありませんでした

不利益処分に関する不服申し立ての状況
　職員は懲戒その他、意に反する不利益な処分に
関して、公平委員会に不服の申し立てをすること
ができます。
　※平成 27年度は要求がありませんでした

公平委員会の業務の状況

職員の福祉および利益の保護の状況

職員の服務および分限・懲戒処分の状況職員の勤務時間その他の勤務条件および休業の状況

1週間の勤務時間 38時間45分
1 日の勤務時間 7時間45分
勤務の開始時間 午前8時30分
勤務の終了時間 午後5時15分
休 憩 時 間 正午～午後1時

職員の研修および勤務成績の評定の状況

区　分 受講者数 受講日数 内　容

一般研修 139 人 18 日 新任・中級職員、監督者、管理
者などの研修

特別研修 716 人 8日 人権講演会、情報・健康などの研修

派遣研修 73 人 100 日 人権啓発指導者、地域政策、住民
行政、地方公務員制度などの研修

退職年度 届出対象者数 営利企業等への従事者数
（届出対象者のうち）

平成 26年度 9人 4人
平成 27年度 18人 9人

退職管理の状況
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　障害者基本法第11条第3項の規定に基づき、平成
29年度から33年度における障がいのある人のため
の施策に関する基本的な計画として「第３次藤岡市
障害者計画」を策定します。これは障がいのある人
もない人もお互いを尊重し、住み慣れた地域で自
分らしく生きる社会の実現を目指すものです。
　素案がまとまりましたので、パブリックコメン
ト手続きにより意見を募集します。
日時　11月15日㈫～12月14日㈬午前８時30分～
午後 5時15分（土・日曜日、祝日を除く）
閲覧場所　市役所市民相談室、鬼石総合支所地域
振興課、市ホームページ
意見を提出できる人　市内在住・在勤・在学の人、
市内に事務所・事業所を有する法人・個人、その他
利害関係を有する人
その他　提出された意見を考慮し「藤岡市障害者計
画」を策定します。意見の概要とその意見に対する
市の考え方は、個人情報を除いて公開します。な
お個々の意見に直接回答はしません
提出期間　11月15日㈫～12月14日㈬
提出方法　任意の様式に意見・住所・氏名を記入し
て、直接もしくは郵便・ファクス・メールのいずれ
かの方法で福祉課（〒375-8601（住所記載不要）市
役所福祉課・   ㉒5592・ 　hukushi2@city.fujioka.
gunma.jp）へ
問い合わせ　福祉課（☎402384）

　藤岡市障害者計画（案）への
　　　　　　　意見を募集します　　
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■QRコードを読み込むと市ホームページで関連情報がご覧になれます


